
「基礎・基本」定着状況調査の結果について（概要）                                

今年度も広島県内の学校では、5 年生を対象に「基礎・基本」定着状況調査が行われ

ました。本校の結果から考察した概要をお知らせします。 

 

国語 

既習の漢字はよく理解しています。新出漢字の習得にむけ普段から積極的に学習してい

ることもあり、漢字の成り立ちなどもよく理解しています。また、教科書だけでなく様々

な文章を読む習慣が身についていることもあり、物語においては登場人物の関係を把握し

ながら読み取ることができています。また、説明文などでは段落相互の関係を考えて読み

取ったり接続詞（つなぎ言葉）を適切に使ったりすることができています。さらに、文章

を書くために必要な情報を集めたり自分の考えを明確にしたりすることもよくできてい

ます。 

一方、課題として大きく分けて２つの事が残りました。一つ目は聞き取る力についてで

す。これは本年度だけの問題ではなく、また本校特有の課題でもありません。しかし、話

のポイントを逃さずに聞くことは、情報化が進む中で生きる子どもたちにとっては必ず必

要となります。このことは学校においても今後の重要な課題と考えており、教育活動全体

を通して指導を進めたいと考えています。次に、ローマ字についてです。キーボードを使

ってローマ字入力でパソコンを扱うことに慣れてきていますが、ローマ字の読み書きに若

干の課題が残りました。ローマ字を使う場面は以前にもまして増えてきています。今後の

授業の中でも繰り返し学習を続けたいと思います。また、ローマ字表を掲示するなどして

日常的にローマ字に触れる環境も整えているところです。 

 

算数 

整数の足し算・引き算・かけ算・わり算の四則計算や少数の引き算はよくできています。

また、（ ）を使った式の計算や四則が混合した計算なども確実にできています。基本的

な図形の名前やその性質もよく理解しています。表やグラフからの情報の読み取りも正確

です。繰り返し反復する中で定着しやすいこれらの学習課題に対しては自信を持っていま

す。 

 一方、課題として、重さやかさなどを比較することに課題が残りました。重さは目に見



えないため、経験の積み重ねによって理解ができてくるという特性があります。かさにつ

いては様々な単位があり、もののかさを単位を換えて表したりすることも経験の積み重ね

が必要です。学校でも様々な場面で指導をしていきたいと思っています。 

 

学習に関する意識調査 

ほめられたいからとか「やりなさい」と言われるからではなく、勉強が今の自分そして

未来の自分のために役立つと思うから勉強していると意識しています。「最後までやり遂

げてうれしかった」「もっとわかるようになりたい」と常に向上心を持って勉強し、達成

感を感じている様子が伺えます。予習までにはなかなか至っていませんが、復習の大切さ

は強く意欲しており、頑張っているとの思いも持っています。国語と算数いずれにも高い

意欲関心を持っており、国語や算数で学習したことが違う場面でも生かされると考えてい

ます。 

また、これらの基礎・基本の力を活用して思考力や表現力等の必要な力として一層高め

ていきたいと思います。 

 

生活などに関する調査 

朝食を食べることは習慣化しています。また、就寝・起床の時刻が毎日ほぼ同じ時刻と

なっています。外で遊ぶことや体を動かすことも意欲的に行っています。これらのことは、

子どもが成長するために非常に大切なことであり、すばらしいことだと思います。また、

自分から進んであいさつをする習慣も身についています。自分が住んでいる町が好きだと

の思いも強く、地域行事にも積極的に参加しているようです。地域の人と触れ合う心地よ

さを感じているのだと思います。そして、自分の将来に夢や目標を持っています。自分の

夢は実現するとの思いをみんなが抱いており、自己肯定感の高さが伺えます。一方、テレ

ビを視聴する時間やゲームをする時間には少し課題が残りました。授業日は自由に過ごす

ことのできる時間が少ないということもありますが、休日になると少し時間が長くなるよ

うです。自由な時間が少なくなってきている現状でもありますが、時間の使い方をゆっく

り考える契機にしたいものです。 

 

 



学校として取り組むこと 

以上の結果から、学校では引き続き、授業の中で子どもが達成感を味わうことができる

場を設定し、「聞く・読む」「話す・書く」などの学習を始めとし、行事でのかかわりも含

めながら思考力や表現力が身につくよう研究を推進していきます。また、様々な場面で自

分の気持ちや考えを出し、相手の思いを聞き、共に成長していくよう、指導や支援をこれ

からも行っていきたいと思います。 

 

家庭に協力していただきたいこと 

高学年になると、精神的にも家庭から一歩踏み出して物事を考えるようにもなります。

社会の出来事などにも敏感になります。そういう話題を家族で共有することで、子どもた

ちは今以上に社会への関心が育ち、大きな成長を始めます。ニュースの話題などについて

互いに考えを出し合うなど、家庭の中で会話をいろいろな場で増やしていくことを意識し

ていただけたらと思います。 

今後も学校や家庭そして地域で協力し、それぞれの役割を考えながら、子どもの成長に

向けて力になっていきたいと思います。 

 

 


